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Ｉ。はじめに
小学校低学年の社会科と理科が廃止され1992年度か
ら新しく生活科が始まった。生活科においても低学年
の子どもたちに，中・高学年につながる社会認識をど
のように保障していくのかが教育の基本的な課題とな
ろう。その課題解決のためには，低学年社会科の成果
を明らかにし，その成果を踏まえた発展的な生活科の
方向性を示すことが必要ではないかと考える。
そこで，本研究では今までに小学校低学年社会科に
おいてどのように認識形成が図られていたのか歴史的
に解明し，その成果を踏まえた発展的な生活科の方向
性を探ることを目的とする。
民間教育団体の中で創立以来，科学的社会認識の形
成を目指して実践を続け最近では生活科に対して斬新
で多様な実践を展開している歴史教育者協議会（歴教
協）の低学年社会科授業実践を対象にした(1992 年７
月まで）。
具体的には，機関誌『歴史地理教育』及びそれに準
ずる実践誌から低学年社会科実践424 事例を抽出した。
そのなかで『歴史地理教育』における実践を主体に，
特色ある実践を加えて236 事例を研究対象とした。
ｎ。「歴教恊」における低学年社会科実践の変遷概要
１，低学年社会科実践の変遷視点
『歴史地理教育』を主体とした低学年社会科授業実
践を歴史的にとらえていく枠組みは，これまでの歴教
協低学年社会科の内容視点1）をもとにして考えると，
①時間（歴史）の内容②空間（地理）の内容③生産と
労働の内容④人権・平和の内容⑤生活の内容⑥自然の
内容の六つに分けることができる。その内容はつぎの
ようなものとなっている。
匝 匝 四 歴 ］
新旧の変化や歴史意識の素地を，読み物や，父母・
祖父母の体験談，自分の成長の歩みなどを手がかりに
してとらえ，時間認識を育てるもの。
中　 野　 照　 雄
(神戸市立港島小学校)
｢雪 司 萌 ‾可 籘
生活の中の空間的な広がりを，地図や読み物，
探検，世界の国の文化を手がかりにしてとらえ，
認識を育てるもの。
匳 ⊇ 嘩 匹]
地域
空間
生産と労働の現実的な事象を，学校・家庭・地域で
働く人を手がかりにしてとらえ，労働認識を育てるも
の。
｢ｽ湎図 而 洞
民主主義の素地や戦争の怖さを，日常生活の出来事
や読み物を手がかりにしてとらえ，平和への心情を育
てるもの。
匪 匹]
日常の生活の変化や人間の生活の知恵を，年中行事
や生活を綴った作文などを手がかりにしてとらえ，生
活を見つめる目を育てるもの。
庠 司 籘
生物の生きている事実を，観察・飼育・栽培・採集
など，自然に働きかける活動によってとらえ，自然認
識・社会認識を育てるもの。
各内容の事例を授業構成の考えにしたがって時期区
分し，各期の典型的授業実践事例を分析・検討し，低
学年社会科授業実践を歴史の流れにそって解明するこ
とができた。………
２。低学年社会科授業実践の変遷内容
（ 資 料 １ ）
歴教協の機関誌『歴史地理教育』における低学年社
会科授業実践全217 事例，及び機関 誌外の実践19事例
を含めて236 事例のうち，時間（歴史） の内容に関す
るものが23事例， 空間（地理）の内容に関する もの
が31 事例，生産と労働の内容に関するものが133 事例。
人権・平和の内容に関するものが13 事例， 自然の内
容に関するものが14 事例となっている。半数以上が生
産と労働に関する実践であり，歴教協低学年社会科は，
生産と労働を中心に実践が展開されてきたと言える。
－９－
資料１ 『歴史地理教育』における低学年社会科授業実践の変遷概要
ズ 時　間（歴史） 空　間（地理） 生 産 と労働 人 権・平 和 生　　活 自　　然
1954 歴史 的読み物理解 に基
づいた実践の展開
地図利用に基づいた実
践の展開55
56
57
58
59
60
61 生産と労働の系統 的知
識習得に基づいた 実践
の展開
・科学的知識を系 統的
に習得
・読み物により イメ ー
ジ形成
62
63
64
65
66
67
68
69 人権に関 す
る生 活経 験
に基づい た
実践の展開
70 平和に関す
る心情的理
解に基づい
た実践の展
開
生活文化 体
験 に基づ い
た実践の 展
開
71 父母・ 祖父 母 の体験
に基づ いた 実践 の展
開
生 活情報 理
解に基づ い
た実践の展
開
72 地理的読 み物 理解 に
基づいた実践 の展開
働く人 へ の共感 に基
づいた実践 の展開
・生 産過程重視
・働く人重視
73
74
75 表現活動 に
基づいた実
践の展開
・自由作文
・生活 の記
録
・学 校間 通
信
76 絵地 図作 成 に 基 づ
いた実践の展開77 自然観察 に
基づいた実
践 の展開
78 自 分 の成長 に基 づ
い た実践の展開
生 産 と労 働 に対 す
る主 体的 関与 に 基
づい た実践の展開
・体験学習
・ごっこ活動
・仕事 に専門性
・地 域を 教 材 に生
かす
79 飼肓･ 栽培･
採集に基 づ
いた実践 の
展開
80
81
82
83
84
85
86
87
88 他国文化理解 に基
づいた実践 の展開
身体の観察
に基づい た
実践の展開
89
90 労働における もの
のつながりに基 づ
いた実践
91
92
年代別で見ると, 1950 年代の実践が６事例，60 年代
の実践が９事例，70年代 の実践が71事例，80年代の実
践が95事例，90 年代の実践が55事例となっている。 70
年代から実践が多くなり，特に低学年社会科廃止の方
向が打ち出されるようになった80年代後半からの実践
数が100を越える。90年代に入り２年 ７ヶ月で実践数
が55事例にもなるなど，今までの実践の成果を踏まえ
た発展的な生活科を創っていこうとする意気込みが感
じられる。
では，どのように社会認識の形成が図られていたの
か，資料１に基づきながら『歴史地理教育』における
低学年社会科授業実践の変遷を概観してみよう。
1950～60年代においては，国語教育の内容を充実し，
言葉の習得や豊かな表象づくりに重点が置かれ，民話
やお話による読み物によって，民衆の知恵や素材な感
動を覚えさせ，歴史意識の素地を形成していく実践が
主流であった2‰ しかしその中にあって生産と労働を
軸とする科学的知識を系統的に習得させる3），低学年
社会科の独自性を追求する実践が展開されるようにな
る。
70年代になり，全教科・全生活の中で社会科を実践
していく方向が定着Ｏ，人権・平和・生活・自然など
多様な内容の実践が展開されるようになるＯ見学や作
－
文を中心に，社会的な現象・事実を子どもの感覚を通
じてリアルにとらえさせる実践Ｏが主流となり，読み
物目的的授業が少なくなる。地域の変貌と子どもの生
活の崩れが進み，子どもの内面に働きかけ子どもの生
き方をみ含めた教科指導の在り方が問われる中で，地
域で働く人の苦労や喜びを聞き出し，共感を もってと
らえさせる実践が展開される。
80年代では，生産現場の見学に加え，パンづくりや
米づくりなどの体験学習が定着し，生産と労働に対す
る主体的関与に基づいた実践が展開されるようになり，
それは共感的な方法による子ども主体の授業 となって
いる≒ 認識形成（事実）と情意形成（共感）の統一
を図り，見学と体験の比較の中で労働の社会的意味を
とらえさせるようになる。
80年代後半から90年代にかけて，新たな実践の展開
が始まる。空間（地理）の内容では，他国文化理解に
基づいた実践，生産と労働の内容では，労働における
もののつながりに基づいた実践，生活の内容では，学
習を子どもの生活から出発させ自由作文を中心とする
表現活動に基づいた実践7），自然の内容では，飼育・
栽培・採集，自分の体を見つめ人間理解の基礎を育て
る実践8）などである。生活科を指向した授業において，
態度主義，活動主義を乗り越え，今までの社会科実践
10 －
の成果を踏まえた認識教科として，発展的な価値ある
体験を創り出そうとしている9‰
つぎに，六つの内容ごとに，年代に沿いながら低学
年社会科実践の成果を生かした発展的な生活科授業実
践の方向性を探ることにする。
時間（歴史）の内容に関する授業実践
「歴史読み物理解」に基づいた実践は，親しみやす
い民話やお話の時代背景から昔の意識や空想性を発展
させ，イメージ豊かに時間認識の素地を育てようとす
るものであり，生活科においても子どもの知的好奇心
を喚起する積極面を引き継ぐことができよう。
「父母・祖父母の体験」に基づいた実践では，父母・
祖父母の子どもの頃の生活や戦争体験から，父母・祖
父母の時代の生活や文化を学びとらせようとしている。
既に70年代から地域の生活と結び付けた実践がされて
おり生活科の先駆的な実践といえよう。
「自分の成長」に基づいた実践では，生まれてから
今までの自分の成長の様子を，変化のわかる具体物を
生かして実感的にとらえさせようとしている。低学年
の内容として適しており発展させることができる。
空間（地理）の内容に関する授業実践
「地図利用」に基づいた実践では，生活領域の枠を
越えた空間の広がりを地図利用によってとらえさせよ
うとしているもので，生活科においても夏休みの旅行
やお父さんの海外出張など，校区を越えた日本や世界
への広がりを生活の中から意識させることができよう。
「地理的読み物理解」に基づいた実践で は， 地理的
読み物によって，広い世界に目を向け空間認識の素地
を育てようとしているもので，生活科においても子ど
もたちは未知の世界に関心を もち，進んで調べようと
することを大いに伸ばし，空間の広がりを意識させる
ことができる。
「絵地図作成」に基づいた実践では，生活領域を絵
地図に表すことで空間認識を育てようとしているもの
で，生活科においても学校や地域の探検活動の中で生
かすことができる。
「他国文化理解」に基づいた実践では，外国の言葉・
遊び・音楽・食べ物など他国の文化にふれ，親しみを
持たせながら広い世界に目を向けさせようとしている
もので，生活科においてもそれぞれの国の文化や習慣
を認め尊重する国際理解の芽を育てることができる。
生産と労働の内容に関する授業実践
「生産と労働の系統的知識習得」に基づいた実践で
は，科学的知識を系統的に習得させる方法として労働
の専門性に着目させ働く人の積極面をとらえさせてい
る。 また読み物により見学できない生産現場を再現さ
せ，生産と労働のイメージを育てる方法を取り入れて
いる。生活科においても経験できない世界へのアプロー
チとして読み物を生かしていくことができる。今まで
の社会科で大事に扱ってきた生産と労働の内容の充実
とかかわって系統性の問題は生活科の今後の課題とな
るだろう。
厂働く大への共感」に基づいた実践では，生産と労
働の現実をどう認識させるかという点で，①生産過程
を重視する実践と，②働く大を重視する実践が見られ
る。生活科の関連でとらえると，おかあさんの仕事を
音でとらえるような五感を生かした具体的な観察活動
や，見学してインタビュする活動などを通して地域で
働く大に共感していく実践などが継承発展させられよ
つＯ
匚生産と労働に対する主体的関与」に基づいた実践
では，子どもの主体的な活動を保障する方法として，
①体験学習を取り入れた実践，②ごっこ活動を取り入
れた実践，③仕事の専門性に着目させて認識を深める
実践，④子どもめ興味のある地域教材を生かしそれを
発展させる実践が見られる。生活科の関連でとらえる
と，子どもを主体とした「米づくり」や 匚パンづくり」
などの模擬体験と地域の生産労働と結びつけ，働く大
を通して社会に目を開かせていく実践はさらに発展さ
せられるだろう。子どもの発達と主体的な活動を配慮
したごっこ活動 も生かされよう。
匚労働におけるもののつながり」に基づいた実践で
は，“ もの’が生み出されて変化していく過程を人の
つながりにおいてとらえる，①労働におけるもののつ
ながりを追究していく実践と，②衣食住に関するもの
づくりをねらいとする実践が見られる。生活科の関連
でとらえると，従来の個別の生産労働をとらえるので
なく，労働におけるものの変化の過程やつながりを蚰
にして，自分たちの生活が労働と深くかかわっている
ことに気づかせる新たな内容も取り入れられよう。 も
のづくりは何よりも子どもを生き生きとさせ，五感を
働かせて感性を豊かにし，技能を身につけ自己実現で
きるという多様な教育的価値をもっており総合的内容
をもったものとして今後さらに発展的に展開されよう。
人権・平和の内容に関する授業実践
厂人権に関する生活経験」に基づいた実践では，人
間の平等・生命の尊さ・民主性など日常生活の中で人
権意識の素地を育てようとしている。生活科の関連で
とらえると，個人の尊厳を子ども一人ひとりに根づか
せる低学年の人権に関する内容はまだまだ未開拓 の分
野であり，今後開拓されていく分野である。
厂平和に関する心情的理解」に基づいた実践では，
ベトナム戦争と米軍基地の現実にふれたり，平和に関
する読み物教材や戦争体験談によって，戦争の怖さや
一亅1 －
平和への心情を育てようとしている。生活科 の関連で
とらえると，祖父母から戦争体験を聞ぐことや平和に
関する読み物の活用などによって，命の大切さにつな
がる平和への心情的理解を図ることができる。
生活の内容に関する授業実践
「‾生活文化体験」に基づいた実践では，年中行事に
かかわる体験を通して，人々の生活の知恵を知り，民
族文化を子どもの文化として発展させようとしている。
生活科の関連でとらえると，子どもの発想を生かした
母の日の「おてつだい券」作りや，節分やお正月の行
事などの体験は，生活 の知恵にふれ地域社会にも目を
向けることができ，継承発展させることができる。
厂生活情報理解」に基づいた実践では，新聞のニュー
スや日常の出来事を取り上げて，生活の変化に目を向
け社会への関心を高めようとしている。生活科の関連
でとらえると，家庭や地域 の出来事，テレビニュース
などは，社会への関心を剌激し問題意識の芽を育てる
ことができ，継続的に取り組みたいものである。
「生活表現活動」に基づいた実践では，生活を学校
に持ち込み，①自由作文を中心とした表現活動によっ
て社会認識の基礎を育てようとする実践，②１年間の
生活の記録を作る実践，③学校間通信によって他の地
方の子どもたちと生活を交流する実践などが見られる。
生活科の関連でとらえると，生活表現活動に基づいた
実践は，子どもの興味，関心に基づく生活から出発す
る自由作文をつぎつぎに発展させ，多様な教育活動を
展開する総合学習となっている。生活から科学へのア
プローチとして評価でき，教科構造を見直すことも含
めた新たな方向性をもっている。
自然の内容に関する授業実践
「自然観察」に基づいた実践では，実践数が多 くな
るのは80年代後半か らであり，“ 自然のたより” や
“散歩のスケッチ による表現活動によって事実認識
を育てようとしている。生活科の関連でとらえると，
低学年の時期に豊かな自然への働きかけをたっぷりと
させ，観察の目を育てることは大事なことである。
「飼育・栽培・採集」に基づいた実践では，自然に
積極的に働きかけ，自然を基盤にした人間の知恵に気
づかせたり，飼育活動の困難さにもくじけないように，
子どもの自立を励ましている。生活科の関連でとらえ
ると，子どもが興味を示し意欲的に取り組む内容であ
り，継続的な観察や世話を励ましていくことが大切で
ある。
「身体の観察」に基づいた実践では，人の体のしく
みを知らせることによって，人間の体のすばらしさに
気づかせ，人間理解の基礎を育てようとしている。先
駆的な「手」 の授業などに学びながら自然認識を土台
－
として人間認識を深めている。生活科においてもさら
に深められ，実践が多様に展開するものと思われる。
Ⅲ　低学年社会科実践を踏まえた生活科授業実践の性
格
歴史的な実践の流れを受けて，低学年社会科の成果
を踏まえた，発展的な生活科の方向性を示す授業実践
が展開されている。それらの実践から導かれた生活科
の具体的内容をまとめると次のようになる。
視点 生活科の方向性を示す内容
時
間
歴史的読み物によって，昔のイメージや空想性
を育てる。民話・お話・地域の歴史話などで知
的好奇心を喚起する。
父母・祖父母の体験から，当時の生活・文化を
学ぶ。昔からの伝承遊びや手作りおもちゃを教
えてもらう。地域の古老との人間的つながりが
できる。
自分の成長を具体物によって実感的にとらえさ
せる。小さい時に使った物の活用。等身大の絵
を描き乳幼児の頃の大 きさと比べる。成長の絵
本を作り交流。
空
間
日常生活の中にある広い世界に関心をもたせ，
日本地図・世界地図・地球儀にふれ，空間の広
がりを意識させていく。商品のラベル集めから
世界地図へ発展。夏休みに行った場所を地図で
確かめる。
地理的な読み物によって知らない世界に目を向
け，空間の広がりを意識させていく。世界の民
話や絵本の活用。未知の世界への好奇心・探究
心を喚起させるo
地域の生活空間を体験的に広げていく。友達の
家探検・遊び場探険をしてその後絵地図に発展
させる。大地図や教室の床に地域の道を描きそ
の上を歩いて確かめる。
学校の生活空間を体験的に広げていく。学校探
検・学校オリエンテーリング。教室にある“ も
の”を見つけてくることから“人 ”へ発展。空
き箱で学校模型作り。
他国文化に直接ふれ視野を世界に広げる。
外国の言葉・歌・食べ物・くらしにふれ，国際
理解の芽を育てる方向。
生産と労働の系統的プランに基づき，何を教え
るのかを明らかにし，探究的活動によって社会
のしくみに迫る。体験を通して認識にたどりつ
かせる。
電車の発車のしくみと人のつながりなど。
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生産
と
労
働
読み物により見学できない生産労働の姿を再現
させ，イメージ豊かにとらえさせる。『かつお
ぶね』の絵本
生産過程の基礎的事実を重視。心情より生産過
程（仕事内容）の事実を,生 産用具という具体
物を通してとらえる。見学により事実認識を深
める。
働く人への共感を重視。働く人を共感をもって
とらえる。仕事の苦労･喜び･願いを聞き出し他
人事としてでなく，自分 のこととしてとらえよ
うとする。
体験学習により子どもの主体的活動をベースに
展開していく。米づくり・パンづくりなど，見
学と体験の比較により認識を深めている。“ も
のづくり ”と認識を結合させる方向。
ごっこ活動による仕事の再現により，認識を深
める。子どもの主体的・創造的活動をベースに
するo 郵便における伝達の範囲を広げる発展的
な活動も見られる。
仕事の専門性に着目させて労働をとらえる。仕
事の技や仕事の慣れに視点を定め，観察するこ
とを通して，認識を深める。
地域にある素材を教材に生かし発展させる。興
味・関心のある教材から認識形成へと発展させ
る。社会認識や自然認識を見通し発展させる。
教材から目標づくりへo
労働におけるもののっながりに着目させる。小
麦からパンができるまでの過程を追い，その中
で人のっ ながりに気づく。人間が働くというこ
との最も基礎的な営み。
“ ものづくり ”そのものの教育的価値の多偸哇
を生かそうとしたもの。人間の知恵を知る。技
能の発達。子どもの主体的活動として位置づけ
られる。
人
権
平
和
日常生活の中で人権意識の素地を育てる。個人
の尊厳を子どもたち一人ひとりに根づかせる。
人間の平等・生命の尊さ・民主主義など。
平和に関する読み物や戦争体験談によって，戦
争の怖さや平和への心情を育てる。『かわいそ
うなぞう』の絵本。
生
活
年中行事から人々のくらしや，昔からの人間の
知恵に気づかせる。生活文化体験に基づいたも
ので，子どもの文化発展の方向o
生活情報理解に基づいたもので，ニュースや日
常の出来事に目を向け，社会への関心や問題意
識の芽を育てる。
生
活
子どもの興味・関心に基づく社会や自然を基盤
にして学習を進める。自由作文・絵本による生
活表現活動を取り入れ，交流活動により認識を
広げるo 生活を学校に持ち込み子ども主体の授
業づくり。
生活体験を作文・絵本で表現。生活を交流する
学校間通信。生活の記録をまとめる。
自
然
自然観察により事実認識を育てるo “ 自然のだ
より ”や散歩によるスケッチなどの表現活動を
生かし認識を確かなものにしている。教室に自
然を持ち込み交流する。散歩により自然や社会
の変化をとらえる。
体験活動により自然に働きかける。飼育におけ
る世話 の困難さを乗り切る大事さ。産んだ卵を
売り金銭感覚を育てる。栽培における種から種
への循環に着目。採集における加工して食べる
人間の知恵に気づかせる。
身体の観察に基づいたもので，自分の手や足，
体のしくみを知る。子どもの疑問に応える性教
育で人間理解の基礎を育てるo
上記の具体的内容から，低学年社会科の成果を踏ま
えた生活科の方向性を示す内容に共通している点のひ
とつは，働く人や学校・地域の様子など，具体的な事
実をありのままにとらえるとことである。共通してい
るもうひとつの点は，ものづくりなどの体験学習やごっ
こ活動，探検や散歩，子どもの興味・関心に基づく自
由作文など，子どもの主体的な活動に基づいたものと
なっていることである。
IV　 生活科授業実践の課題
生活科の授業を創っていくための課題について，上
述の共通性をもとに三つの方向性を導きだすことがで
きた。
１　子どもの主体的活動に基づき，科学的認識の基礎
を培う生活科
歴教協における低学年社会科授業実践の成果を踏ま
えた生活科授業実践の共通性は，子どもの主体的活動
に基づきながら，科学的認識の基礎を培うことを基本
としたものとなっている。それは言い換えると，ただ｀
体験をしておればよいというのではなく，体験と認識
の相互関連を大切にすることだともいえよ うlO‰ 「は
いまわる経験主義」と同じ道を行くのか否かの分かれ
道もこのあたりにあるように思われる。
ここでは，「具体的な事実をありのままにとらえ る
こと」を出発点とし，具体的な事実を分類したり比較
したり，数量的にとらえたりしながら探究していく。
それを繰り返す中で真理や法則を見つけていくという
13 －
認識の方法を
，子ども自身が学びとっていくような指
導が大切である。
２　低学年社会科の成果を踏まえた生活科
低学年の子どもの社会認識を保障していくものとし
ては
，低学年社会科の成果を踏まえた実践を発展させ
ていくことである。
生産労働から切り離され
，衣食住が社会生活である
ことに気づかずに育ってきた子どもたちに
，生産と労
働の内容を軸として
，米づくりやパンづくりなどの
“ものづくり”の体験と
，地域で働く人の労働と関連
させながら
，労働の社会的意味に気づかせつつ，自立
を励ましていくことである
。生産と労働を軸とする教
材は
，今までの実践からも優れた価値をもっている。
見えるものから
，その背後にある見えないもののつな
がりを
，子ども自らが探究的な活動によってとらえ，
究極的には大間のすばらしさに気づかせていくような
実践は
，生活科においても継承，発展させていきたい。
学校探検や地域探検によって生活空間を広げ
，絵地
図に発展する実践や
，読み物によって子どもの知的好
奇心を喚起させ
，経験できない世界に目を開かせる実
践なども継承
，発展させていきたい。ここでは，今ま
での低学年社会科の成果をどう取り入れ発展させてい
くかが課題である。
３　教科の枠を越えた合科
・総合学習としての生活科
子どもの興味
・関心に基づいて主体的な活動を組織
し
，自由作文を中心とする表現活動によって認識を深
めていこうとするもので
，教科の枠を越えた総合学習
となっている
。絵本作り，散歩，手仕事，交流活動な
どの他に
，新たな教育技術を創り出しながら，学校教
育全体を視野に入れ新たな教育課程11）をも模索してい
こうとしている
。硬直した現在の学校教育の在り方を
も含めて改善していこうとするもので，意義ある実践
である。
ここでは
，子どもの興味・関心に応え，生活から出
発した授業となり
，中・高学年につながる社会認識・
自然認識への発展性を見通した指導が必要となってく
る
。活動主義に陥らず，子どもたちが生活を切り拓く
主体者として成長する中で
，科学的認識をどう形成し
ていくかが課題となる。
Ｖ　おわりに
歴教協の生活科実践は
，具体的な事実をありのまま
にとらえるという科学的認識の出発点もいえる活動を
重視し
，子ども主体に社会認識の形成を意図しながら
も
，科学的社会認識形成の保障という面からのアプロ
チーと，子どもの興味・関心に基づく生活からのアプ
ローチが見られた。前者は低学年社会科実践を踏まえ。
－
子どもの発達を考慮し
，体験活動を取り入れながら，
より質の高い認識にたどり着かせようとしている
。
後者は
，総合的な学習となって，人間的諸能力の発達
を視野に入れながらのもので
，教材から目標が設定さ
れ
，発展的な新たな内容が生み出されており，低学年
教育の在り方をも含めた実践の方向となっている
。
生活科における社会認識形成は
，体験と認識の相互
関連を図り
，科学的認識形成を見通した発展的な活動
を組織することであろう。
今後の課題として
，上述の生活科の三つの方向と課
題を受けて
，生活科における社会認識形成の具体化を
図っていくことである
。また，生活からのアプローチ
の研究を，他の民間教育団体からも学び，総合的に研
究していきたい。
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